
 2015年度 経営学研究科 自己点検・評価報告書
基準１ 理念・目的

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）研究科の理念・目的は適切に設定されているか

a ◎学部，学科または課程ごとに，大
学院は研究科または専攻ごとに，人
材の養成に関する目的その他の教育
研究上の目的を学則またはこれに準
ずる規則等に定めていること。
◎高等教育機関として大学が追及す
べき目的を踏まえて，当該大学，学
部・研究科の理念・目的を設定して
いること。
【約５００字】

①「経営学研究科 2016年度教育・研究に関する年度計画書」(2015
年6月作成)（212頁）において，「１理念・目的」を掲載している。
② 大学院学則別表４に「人材養成その他の教育研究上の目的」を研
究科・専攻ごとに定めている。

（２）研究科の理念・目的が，大学構成員（教職員及び学生）に周知され，社会に公表されているか

a ◎公的な刊行物，ＷＥＢサイト等に
よって，教職員・学生，受験生を含
む社会一般に対して，当該大学・学
部・研究科の理念・目的を周知・公
表していること。
【約１５０字】

①「経営学研究科 2016年度教育・研究に関する年度計画書」は，
「1 理念・目的」を含め，研究科委員会で承認しており，本研究科
教職員に周知されている。
② 大学院学則別表４「人材養成その他の教育研究上の目的」は,明
治大学ホームページに公開しており，受験生を含む，社会一般に公
表している。

（３）研究科の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●理念・目的の適切性を検証するに
当たり，責任主体・組織，権限，手
続きを明確にしているか。また，そ
の検証プロセスを適切に機能させて
いるか。
【約３００字】

①「教育・研究に関する年度計画書」は毎年度，研究科執行部会議
が責任主体となって見直しを行っている。2015年度は６月12日研究
科委員会で承認され，決定した。
② 大学院学則別表４「人材養成その他の教育研究上の目的」を変更
する際には，研究科委員会の審議を経て，大学院委員会，学部長
会，理事会の審議承認を経て改正することとなっている。2015年度
は改正していない。

教育目的に照らして専
門的知識の修得とスペ
シャリストを目指す方
針を坂らに強化し，ま
た国際的感覚を身に着
ける国際化をさらに進
めることが必要であ
る。そのために，評価
及び検証をルーティン
化する必要がある。

専門教育および国際化
についての適正な評価
を行えるシステムをさ
らに構築することが必
要である。

単年度だけでなく，中
長期的に専門教育およ
び国際化についての適
正な評価を行えるシス
テムの構築に努めるが
必要である。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 経営学研究科 自己点検・評価報告書
基準３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）研究科として求める教員像および教員組織の編制方針を明確に定めているか

a ●＜教員像と教員組織の編制方針＞
専門分野に関する能力，教育に対す
る姿勢等，大学として求められる教
員像を明らかにしたうえで，当該大
学，学部・研究科の理念・目的を実
現するために，学部・研究科ごとに
教員組織の編制方針を定めている
か。また，その方針を教職員で共有
しているか。
【約４００字】

① 求める教員像は，「経営学研究科 2016年度教育・研究に関する
年度計画書」(213頁)「３教員・教員組織」において掲載している。
② 教員組織の編制方針は，「経営学研究科 2016年度教育・研究に
関する年度計画書」(213頁)「３教員・教員組織」において掲載して
いる。
③「求める教員像」及び「教員組織の編制方針」を明記した「教
育・研究に関する長中期計画書」を研究科委員会で承認することに
より，本研究科教職員で共有している。

b ◎＜基準の明文化，教員に求める能
力や資質の明示＞
採用・昇格の基準等において，法令
に定める教員の資格要件等を踏まえ
て，教員に求める能力・資質等を明
らかにしていること。
【約１５０字】

① 専任教員の任用・昇格に関しては，「大学院経営学研究科『教員
任用基準』申し合わせ事項」及び「経営学研究科人事審査委員会内
規」に基づき大学院の授業を担当する条件を定め，明文化してい
る。
  また，特任教員においては更に「経営学研究科における特任教員
等の任用に関する運用内規」及び「経営学研究科における特任教員
任用に係る予備審査委員会及び審査委員会に関する内規」を定めて
いる。
② 任用時の求める能力は,経営学研究科人事審査委員会内規「第５
条」に，昇格については，大学院経営学研究科「教員任用規準」申
し合わせ事項「第１・２・４条」に規定している。

c ◎＜組織的な連携体制と責任の所在
＞
組織的な教育を実施する上において
必要な役割分担，責任の所在を明確
にしていること。
【約３００字】

　経営学研究科委員会が定期的に開かれている。研究科長，専攻主
任，大学院委員の３名からなる執行部と各種委員会があり，定期的
に執行部会及び委員会を開催することにより，経営学研究科を運営
している。各種委員会は教務・国際化委員会，ＦＤ委員会，経営学
研究科国際共同研究委員会などを設置し，教育及び研究，入試制
度，国際化，ＦＤ，研究論集，奨学金に係る事項を役割に応じて検
討している。検討された事項はすべて執行部会で検討され，最終的
に研究科委員会において決定がなされている。このように，執行部
を各種委員会が緊密に連携したことで，６年間で２つのダブルディ
グリープログラムを立ち上げるに至っている。

（２）研究科の教育課程に相応しい教員組織を整備しているか
教員の編制方針に沿った教員組織の整備

◎当該大学・学部・研究科の専任教
員数が，法令（大学設置基準等）に
よって定められた必要数を満たして
いること。特定の範囲の年齢に著し
く偏らないように配慮していること
（設置基準第７条第３項）
【約４００字】
※現在数とは，2016年５月１日現在
の数値です。
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」），専攻別に説明する。

　以下のとおり基準を充足している。

＜博士前期課程＞
大学院設置基準上の必要教員数 ９名
専任教員数 40名（うち研究指導教員は35名）

＜博士後期課程＞
大学院設置基準上の必要教員数 ９名
専任教員数 27名（うち研究指導教員は27名）

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

a



 2015年度 経営学研究科 自己点検・評価報告書
基準３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

　以下のとおり基準を充足している。

＜博士前期課程＞
研究指導教員における必要教授数 ４名
　専任教授数　40名

＜博士後期課程＞
研究指導教員における必要教授数 ４名
　専任教授数　27名

　主だった必修科目はすべて専任教員が担当しており，責任ある指
導体制が構築されている。また，各系に最低一人は研究指導を行う
ことのできる教員がおり，バランスよく配置されている。

　大学院レベルの教育を英語によって展開できる研究科専属の特任
教員を採用することで，科目の充実を図り，研究科としての機動性
を高めている。この特任教員は国際化の一環として設置している英
語による授業科目を担当し，マレーシア工科大学(ＵＴＭラザックス
クール）及びウソン大学ソルブリッジ国際経営大学院とのダブル
ディグリープログラムの推進を中心に実施している。

教員組織を検証する仕組みの整備

a ●教員組織の適切性を検証するにあ
たり，責任主体・組織，権限，手続
を明確にしているか。また，その検
証プロセスを適切に機能させ，改善
につなげているか。
【６００～８００字】

　教員組織の検証プロセスについて，研究科の執行部会において，
毎年度「教育・研究に関する年度計画書」の教員・教育組織に関す
る長中期計画を検討している。同計画書の策定にあたっては，自己
点検・評価結果を参考の上，科目の必要性，グローバル化に対応す
る科目編成と担当教員に留意しながら，教員・教員組織を検証し，
その編制方針の見直しを行っている。検証にあたっては，補充・増
員すべき教員の主要科目及び資格を確認している。
　2014年度は自己点検・評価の結果，英語による科目の拡大という
課題があり，これを解消するため，2015年度より英語で会計の授業
を行う教員を１名任用した。

ｂ◎『教員組織の編制方針』と教員組
織の編制実態は整合性がとれている
か。
【６００～８００字】

　主だった必修科目に
は専任教員が担当して
おり，十分な教育効果
が確認されている。具
体的には，経営学研究
科院生の国際学会での
発表，論文提出など，
国際化対応する大学院
生の指導につながって
いる。（ＵＴＭカン
ファレンスのプログラ
ムなどを添付）

　専任教員の採用と昇
格が学部教授会で決定
されるため，大学院で
の教育内容が独自のプ
ログラムを作りにくい
など，学部の人事に左
右される面は否定でき
ない。学部執行部と研
究科執行部，学部教授
会と研究科委員会との
密接な連絡・調整が求
められる。

　海外での研究報告お
よび論文投稿につなが
るようなきめ細かい指
導体制の確立が求めら
れる。研究指導体制に
ついては，複数教員の
効果的な方法を模索す
る必要がある。

　現行の組織のあり方
に問題はないが，学生
の多様な領域にまたが
る研究ニーズに十分に
対応するためにも学部
と連携しながら大学院
担当教員数を増やすと
ともに，外部からの優
秀な人材を導入するた
め兼任教員を採用す
る。
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基準３ 教員・教員組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（３）教員の募集・採用・昇格は適切に行われているか

a ●＜規定に沿った教員人事の実施＞
教員の募集・採用・昇格について，
基準，手続を明文化し，その適切
性・透明性を担保するよう，取り組
んでいるか。
【４００字】

　教員任用の基準等については，「大学院経営学研究科『教員任用
基準』申し合わせ事項」及び「経営学研究科人事審査委員会内規」
に基づき，大学院の授業を担当する条件を定めている。
　また，特任教員においては更に「経営学研究科における特任教員
等の任用に関する運用内規」及び「経営学研究科における特任教員
任用に係る予備審査委員会及び審査委員会に関する内規」を定めて
いる。
　担当教員の資格は，大学院経営学研究科「教員任用基準」申し合
わせ事項に基づき，審査手続きについては研究科委員会を経て，大
学院委員会で承認されており，適切性・透明性が維持されている。
博士前期課程及び博士後期課程の研究指導を担当する資格審査につ
いても，研究科委員会を経て，大学院委員会において承認されてい
る。兼任講師や特任教員を任用する際にも各内規に従い募集・採用
を行っている。
なお，2015年度は，兼任講師２名を任用し，昇格はなかった。

（４）教員の資質の向上を図るための方策を講じているか
教員の教育研究活動等の評価の実施

a ●教員の教育研究活動の業績を適切
に評価し，教育・研究活動の活性化
に努めているか。
【４００字】

① 教育活動の業績評価について，毎年，「特定課題研究ユニットの
設立による研究推進」で公表されている。
② 研究活動の業績評価について，毎年，「研究・知財推進機構にお
ける研究成果（科研費，学内研究費等の採択状況）のＷＥＢサイト
等での公表」，「研究業績の公表（専任教員データベース）」等で
成果が公表されている。
③ 特になし。

　 研究推進体制の整備
が進み，研究成果の公表
体制も確立しているが，
今後は，外部の競争的資
金の獲得およびより高い
研究成果に向けて教員が
資源を集中できるような
体制を構築すべきであ
る。

　大学院指導の運営を円
滑にすることを十分に考
慮しつつ，学内運営に関
して合理化し，より効率
的な処理をすることを通
して，教員がより研究に
専念できる体制の構築の
検討に着手する。

教員の資質向上のための研修・諸活動（ＦＤ）の実施状況とその有効性

ｂ●教育研究，その他の諸活動（※）
に関する教員の資質向上を図るため
の研修等を恒常的かつ適切に行って
いるか。
 ※社会貢献，管理業務などを含む
『教員』の資質向上のための活動を
指します。
※『授業』の改善を意図した取組み
については，「基準４」（３）教育
方法で評価する。
【６００～８００字】

○大学院教育懇談会（大学院全体のＦＤ研修）
日　付：2015年４月18日
出席者：５名
テーマ：「教育・研究上の著作権問題」「大学院生　の指導
　　　　（学生相談室の視点から）」等

　社会貢献および大学の
社会的責任に関する期待
は年々高まっている。教
員に求められる課題に関
する情報が提供されるこ
とが望ましい。

　社会貢献および大学の
社会的責任に関する動向
の情報を教員に周知する
ことを通して，教員が研
究・指導を通して自発的
に貢献的な活動をしやす
くなる環境を整備するこ
とが望ましい。
・ＦＤ委員会において，
研究指導・論文作成に関
する経営学研究科独自の
ＦＤの仕組みを検討す
る。



 2015年度 経営学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 １．教育目標，学位授与方針，教育課程の編成・実施方針

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育目標に基づき学位授与方針を明示しているか

a ◎理念・目的を踏まえ，学部・研究
科ごとに，課程修了にあたって修得
しておくべき学習成果，その達成の
ための諸要件（卒業要件・修了要
件）等を明確にした学位授与方針を
設定していること。
【約８００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその内容も明記す
る。

① 教育目標として大学院学則別表４に「人材養成その他教育研究上
の目的」を定めている。
②「課程修了にあたって修得しておくべき学習成果」と「その達成
のための諸要件」を明確にした「学位授与方針」を，博士前期・後
期課程別々に目指すべき人材像，具体的到達目標として研究科委員
会において定めている。

（２）教育目標に基づき教育課程の編成・実施方針を明示しているか

a ◎学生に期待する学習成果の達成を
可能とするために，教育内容，教育
方法などに関する基本的な考え方を
まとめた教育課程の編成・実施方針
を，学部・研究科ごとに設定してい
ること。
【約６００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその内容も明記す
る。

　学位授与方針に示した修得すべき学習成果を達成するために，教
育内容や教育方法の基本的考え方を明らかにした経営学研究科の
「教育課程の編成・実施方針」を，博士前期・後期課程別々に研究
科委員会において定めている。

（３）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針が，大学構成員（教職員及び学生等）に周知され，社会に公表されているか

a ◎公的な刊行物，ＷＥＢサイト等に
よって，教職員・学生ならびに受験
生を含む社会一般に対して，学位授
与方針，教育課程の編成・実施方針
を周知・公表していること。
【約１５０字】

① 教職員については，大学院便覧（60頁）で公開している。
② 学生についても，在学生に配付する大学院便覧（60頁），履修の
手引き（６頁）において明示し，毎年公表されている。
③ 社会一般への公表は，研究科ホームページにおいて教育目標・学
位授与方針・教育課程の編成・実施方針を掲載している。また，経
営学部からの大学院進学を図るために，学部便覧に大学院進学につ
いて記載している。

（４）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●教育目標，学位授与方針および教
育課程の編成・実施方針の適切性を
検証するにあたり，責任主体・組
織，権限，手続を明確にしている
か。また，その検証プロセスを適切
に機能させ，改善につなげている
か。
【約４００字】

　教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性
については，自己点検・評価の結果等を参考にしながら，「研究科
執行部」にて検証したのちに，修正が発生した場合は「研究科委員
会」で審議承認することとしている。2015年度の検証では，特に修
正を要するような問題はなかった。

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目



 2015年度 経営学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ２．教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育課程の編成方針に基づき，授業科目を適切に開設し，教育課程を体系的に編成しているか
必要な授業科目の開設状況

a ◎ＣＰに基づき，必要な授業科目を
開設していること。
【３００字程度】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」），専攻別に説明する。

＜博士前期課程＞
① 博士前期課程はリサーチコース・マネジメントコースを設置して
いる。
② ダブルディグリープログラムは，体系図をシラバスに示してい
る。
③ ダブルディグリープログラム及び全国社会保険労務士会連合会の
推薦を受けた「社会保険労務士を受け入れる経営労務プログラム」
も実施している。
④ 10の系（経営理論，企業論，経営科学，経営管理，人事・労務，
経営史，財務会計，管理会計，公共経営，グローバルコース）を設
け，英語による授業科目を61科目配置している。
　総開設科目数は2016年度現在，演習科目を除く講義科目（文献研
究含む）を258科目設置している。

＜博士後期課程＞
① 本課程の学生は博士前期課程におけるグローバルコースを除く９
の系に対応した授業科目を担当する教員の研究指導を受けることに
なっている。現在，特殊研究を54科目設置し，指導教員の特殊研究
のほか，博士前期課程の講義及び演習科目の履修も可能としてい
る。

b ◎コースワークとリサーチワークを
適切に組み合わせ，教育を行ってい
ること。【修士・博士】
【２００～４００字程度】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」），専攻別に説明する。

＜博士前期課程＞
　修了に必要な単位は，リサーチコース・マネジメントコースとも
に36単位となっている。指導教員の演習及び講義をいずれも必修と
し，近い研究領域の他の教員の講義や他研究科の科目履修も認めて
いる。リサーチワーク（研究指導）だけでなく，コースワーク（講
義科目）も必修として開講している。コースにより講義科目の履修
要件が異なり，それぞれの教育理念に合わせ，リサーチワークと
コースワークのバランスを考えている。
リサーチコース：指導教員の演習８単位，講義４単位，外国文献
                研究から２ヵ国語各４単位の計20単位を必修科
                目として，36以上の単位修得を必修としている。
マネジメントコース：指導教員の演習８単位と講義２単位の計10
                    単位を必修科目として，36以上の単位修得
                    を必修としている。

＜博士後期課程＞
　リサーチワークを基本としながら，博士前期課程の講義科目を履
修可能にし，コースワーク部分を補っている。
　博士後期課程では，指導教員が必要と認める授業科目12単位以上
を修得しなければならない。

　博士前期課程におい
ては，マネジメント
コースの社会人学生を
除いては，おおむね２
年間で修士論文を作成
し，優秀な成績で終了
している。

　さらに研究活動の成
果向上を図るため，教
務・国際化委員会を中
心に検討し，教育課
程，教育方法などを検
討していく。

順次性のある授業科目の体系的配置（履修体系図やコース系統図の明示，科目相関図，４年間の履修モデル，適切な科目区分など）

c ●教育課程の編成実施方針に基づい
た教育課程や教育内容の適切性を明
確に示しているか。（学生の順次
的・体系的な履修への配慮）
【約４００字】

　2014年度から，入学から修了までの概要を示した図を４月のガイ
ダンスで全学生に配布・説明をした。概念図を示したことで，研究
科の全体像を示しやすくなった。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 経営学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ２．教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

教育課程の適切性の検証プロセスの明確化とその有効性

d ●教育課程の適切性を検証するにあ
たり，責任主体・組織，権限，手続
を明確にしているか。また，その検
証プロセスを適切に機能させ，改善
につなげているか。
【約４００字】

＜課程共通＞
① カリキュラム全体の見直しについては，毎年度，必要に応じて
「教務・国際化委員会」において実施しており，その内容は「執行
部会」を経て，「研究科委員会」に答申し，審議決定している。
② 2013年度から博士後期課程の修了に必要な単位数は20単位から12
単位に減らしている。これは，研究者や大学教員を志す博士後期課
程学生に必要である論文執筆の注力や外国語運用能力の向上のため
の留学を容易にする必要があると，「教務・国際化委員会」及び
「執行部会」での検討を経て「研究科委員会」にて決定されてい
る。
2015年度は英語科目について，未開講科目の廃止等の整理を行っ
た。

　教務・国際化委員会
にて大学院生の研究成
果向上に向けた教育課
程，国際的研究活動な
どの現状について分析
した結果，海外で活動
している学生が一部に
限られていることが判
明したので，さらなる
改善策の検討を続けて
いる。

 年間を通じて計画的
に委員会を開催して一
層の充実を図っていく
ことにする

（２）教育課程の編成・実施方針に基づき，各課程に相応しい教育内容を提供しているか
特色ある教育プログラムの内容とその効果（当該学部等固有のプログラムやＧＰ採択事業など）

a ●学部の特色，長所となるプログラ
ムが編成されているか。
【２００字～４００字程度】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」），専攻別に説明する。

＜博士前期課程＞
○ダブルディグリープログラム（２大学）
　・マレーシア工科大学ラザックスクール（マレーシア）
　・ウソン大学ソルブリッジビジネススクール（韓国）

○「経営労務プログラム」2008年度からの実績：69名修了者輩出
　全国社会保険労務士会連合会からの推薦を受けた社会保険労務士
をマネジメントコースに受け入れている。このプログラムでは人事
労務系の教員が研究指導にあたり，教育補助講師のサポートのも
と，高度専門職業人を理論の面で再教育している。

＜博士後期課程＞
○博士後期課程の学生も博士前期課程設置科目を履修可能。
　研究者や大学教員を目指す学生を想定した「アカデミック・プレ
ゼンテーション研究」など，幅広い選択肢を博士後期課程に提供し
ている。

　研究者を育てるほ
か，英語教育の実践や
社会人の再教育など，
特色あるプログラムに
より，学びたい者の
ニーズを網羅してい
る。
　特定の職業の社会人
に特化した受け入れを
行うことで，社会人学
生数が増加した。ダブ
ルディグリーや交換留
学などの国際的な学術
交流の参加者も増加し
ている。

　優秀な研究者を多数
輩出できるよう，研究
科の特色を活かしなが
ら，学内からの進学者
を増やしていく取組み
を検討する。
　博士後期課程におい
て日本語の出来ない学
生を受け入れる体制を
構築していく。
　グローバル化を推進
するにあたり，前期課
程，後期課程の学生に
は留学の機会が十分に
与えられており2015年
度には短期長期あわせ
て10名程度が海外の大
学に留学する予定であ
る。



 2015年度 経営学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ２．教育課程・教育内容

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

研究科間等における国際的な教育交流の内容とその効果　（学部間協定，短期海外交流など）

b ●学部の特色，長所となる国際化プ
ログラムが編成されているか。
【２００字～４００字程度】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」），専攻別に説明する。

＜課程共通＞
○ダブルディグリープログラム
・マレーシア工科大学及びウソン大学と研究科間協定締結

○海外大学院と協定（６大学）
　2015年度：12名受入・４名派遣
　2016年度：受入，派遣とも５名以上（予定）

○短期相互派遣
　・南オーストラリア大学（オーストラリア）へ博士後期課程
    大学院学生１名を派遣
　・レンヌ第１大学へ博士後期課程大学院学生１名を派遣

　ダブルディグリープ
ログラム，派遣・受入
協定，短期相互派遣そ
れぞれの協定に基づき
実施されており，受入
人数も増えるなど研究
交流が進んでいる。
国際化については，マ
レーシア工科大学との
ダブルディグリープロ
グラムを継続してお
り，両校のインターナ
ショナルカンファレン
スをすでに４年以上開
催するなどさらに発展
している。

　執行部並びに，教
務・国際化委員会を中
心に，協定校との連携
を図り，各プログラム
の継続と充実を図って
いく。
スペシャリストの養成
についてはそれなりに
成果があっているの
で，検証しつつ，それ
をさらに発展させる。
また，国際化について
は，マレーシア工科大
学だけでなく，提携し
ている海外の大学院と
の国際研究交流を推進
することが求められ
る。



 2015年度 経営学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育方法及び学習方法は適切か
教育目標や教育課程の編成・実施方針と授業形態（講義科目，演習科目，実験実習科目，校外学習科目等）との整合性

ａ◎当該学部・研究科の教育目標を達
成するために必要となる授業の形態
を明らかにしていること。
【約２００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその特徴も明記す
る。

　講義は基礎知識の修得，演習は研究指導，外国語及び基礎経営・
会計研究は研究者養成を目指すうえで必要な外国語や論文作成に必
要な技術の修得を目標としている。特殊研究は研究者養成に特化し
た少人数で行う研究指導となっている。
＜博士前期課程＞
　科目群は経営理論系，企業論系，経営科学系，経営管理系，人
事・労務系，経営史系，財務会計系，管理会計系，公共経営系，博
士前期課程は以上の９つの系に加えグローバルコース系と外国語及
び基礎経営・会計研究を設置している。

＜博士後期課程＞
　科目群は経営理論系，企業論系，経営科学系，経営管理系，人
事・労務系，経営史系，財務会計系，管理会計系，公共経営系の９
つの系を設置している。

b ●教育課程の編成・実施方針に基づ
き，各授業科目において適切な教育
方法を取っているか。
【約４００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその特徴も明記す
る。

＜博士前期課程＞
　広い基礎知識を獲得し，それに依拠した専門性を育てるため，広
く演習及び講義科目を設置している。少人数制のメリットを生か
し，演習だけでなく，講義においても履修者が主体的に発表しやす
い場になっている。また，グローバルコース系に「英語による授業
科目」を設置している。
研究方法等の科目を設置しており，研究に必要とされる基礎的なメ
ソッドの修得を可能としている。

＜博士後期課程＞
　特定分野のみならず経営現象全体に対する総合的視野から研究が
できるよう，博士後期課程の科目に加え，博士前期課程の科目の履
修も認めることで，自身の不足を補うことができるようになってい
る。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 経営学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

学習指導・履修指導（個別面談，学習状況の実態調査，学習ポートフォリオの活用等）の工夫

c ●履修指導（ガイダンス等）や学習
指導（オフィスアワーなど）の工夫
について，また学習状況の実態調査
の実施や学習ポートフォリオの活用
等による学習実態の把握について工
夫しているか。
【約２００字～４００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその特徴も明記す
る。

＜課程共通＞
　履修指導は毎年４月のガイダンス時に新入生だけでなく在学生に
対しても，シラバスに基づき，修了要件を中心に説明を行ってい
る。本研究科は指導教員制度をとっており，教員と学生のコミュニ
ケーションは十分に図られている。このうち，ダブルディグリー参
加学生は相手校においても指導教員が付くほか，特任教員による英
語論文の作成指導を任意の形で行っている。

＜博士前期課程＞
　博士後期課程進学者による，博士前期課程新入生を対象とした修
論報告会をオリエンテーション時期に行い，修士論文の作成の目安
を提示することで，学生間で研究科全体の修士論文の質を保つこと
に努めている。
＜博士後期課程＞
　指導教員監修のもと，研究計画書を毎年提出させ，研究方針を固
めている。

　研究計画書を作成
し，研究の方向性を固
めることにより学術振
興会への応募率が上昇
している。

・研究計画書提出者数
　Ｍ：１名
　Ｄ：18名

・学振応募者数
　ＤＣ１：２名
　ＤＣ２：３名

　在学生の出席率が低
い。新入生よりもか
えって在学生の方が履
修登録忘れや必修と選
択を間違えるなど不備
が多い。
　社会人学生の場合は
時間的制約があり，ま
た，留学生は日本語能
力に問題があるので，
これらを早期に改善す
る。

　研究計画書の作成を
後期課程の学生の業績
公表につなげる。

　指導教員もカリキュ
ラム改正等により混乱
しないよう，必要に応
じ，研究科執行部から
指導教員に履修指導に
ついてアナウンスを行
う。
　また，執行部が中心
となって，在学生ガイ
ダンスにも臨む。

 研究計画書の有効活
用を行う。

（修士・博士課程）研究指導計画に基づく研究指導・学位論文作成指導

d ◎研究指導計画に基づく研究指導，
学位論文作成指導を行っていること
（修士・博士）。
【４００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその特徴も明記す
る。

＜博士前期課程＞
　研究指導計画に基づく研究指導については，「修士学位取得のた
めのガイドライン」に基づき，学生は指導教員の責任のもと必要な
研究指導を受けたうえ，専修科目によって修士学位請求論文を作成
する。１年次は各自の研究テーマに関する文献・資料などの収集，
様々な調査活動と講義，演習などを通じて具体的な論文テーマを絞
り込み，２年次は指導教員による個別論文指導により研究テーマを
さらに掘り下げ，研究論集・学会誌等への投稿を経て修士論文を作
成している。

＜博士後期課程＞
　研究指導計画に基づく研究指導については，「博士学位取得のた
めのガイドライン」に基づき，指導教員の責任のもと，指導教員に
よる必要な研究指導を受けたうえ，専修科目によって博士学位請求
論文を作成する。1・２年次は指導教員から各自の研究テーマに関す
る文献・資料などの収集，様々な調査・分析活動と「特殊研究」を
経て，「経営学研究論集」等に投稿する。３年次は学術的に優れた
論文６編程度を統一的なテーマのもとで体系化し博士学位請求論文
を作成している。

（２）シラバスに基づいて授業が展開されているか

ａ◎授業の目的，到達目標，授業内
容・方法，1年間の授業計画，成績
評価方法・基準等を明らかにしたシ
ラバスを，統一した書式を用いて作
成し，かつ，学生があらかじめこれ
を知ることができる状態にしている
こと。
【約３００字】

　それぞれの授業科目についての形式が「授業内容，履修上の注
意，教科書，参考書，成績評価の方法，その他」に統一されてお
り，学生は参照・比較しやすいものとなっている。なお，Oh-o!
Meijiシステムを利用してＷＥＢ上でもシラバスを確認することがで
きる。

・2013年度から演習内
容が半期ごとに示され
たことで，演習におけ
る指導内容や教育方針
が明確化され，学生は
授業内容をあらかじめ
詳しく知ることが可能
となった。
・Oh-o! Meiji システ
ムによる編集を依頼し
ている。そうすること
により，以前より体裁
が統一されている。

・毎年の作成に際し
て，学生にとって分か
りやすいシラバスを作
成するよう心掛けるこ
とを付して依頼するこ
とを継続する。
・各教員によるOh-o!
Meiji システムでのシ
ラバス編集の促進を促
していく。



 2015年度 経営学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ３．教育方法

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

ｃ●単位制の趣旨に照らし，学生の学
修が行われるシラバスとなるよう，
また，シラバスに基づいた授業を展
開するため，明確な責任体制のも
と，恒常的にかつ適切に検証を行
い，改善につなげているか。
【約４００字】

　シラバスは「研究科執行部」が編集の責任主体となっている。各
教員に統一書式での執筆を依頼している。
院生協議会との懇談会を通して得られた学生からの要望や改善点が
研究科委員会にフィードバックされるとともに，執行部がシラバス
を検証する際の参考となっている。

（３）成績評価と単位認定は適切に行われているか

ａ◎授業科目の内容，形態等を考慮
し，単位制度の趣旨に沿って単位を
設定していること。（成績基準の明
示，（研究科）修士・博士学位請求
論文の審査体制）
【約２００字】

① 成績評価についてはＧＰＡ制度を導入しており，基準については
便覧に明記している。
② 論文審査については，課程別に次のとおりである。
＜博士前期課程＞
　修士学位請求論文については，適正な評価を算出すべく，主査で
ある指導教員に他２名の副査を加えた計３名により審査している。

＜博士後期課程＞
　博士学位請求論文の評価については，主査１名，副査２名により
「博士学位取得のためのガイドライン」に従って審査を行い，研究
科委員会において合否判定の投票を行っている。

（４）教育成果について定期的な検証を行い，その結果を教育課程や教育内容・方法の改善（授業に関わるＦＤ活動）に結びつけているか

a ◎教育内容・方法等の改善を図るこ
とを目的とした，組織的な研修・研
究の機会を設けていること。
【約４００字】

○ ＦＤ委員会を組織し，ＦＤ委員会主導のＦＤ研修を実施し各研究
科員の教育方法の改善を図っている。
４月に大学院教育懇談会を開催し，新任，兼任講師を対象にＦＤ研
修を行っている。
○ 院生協議会との懇談会を設定し，学生からの意見を吸い上げてい
る。

　学生からの意見は教
員主導で集めているた
め，研究科単位では学
生からの意見の吸い上
げが十分になされてい
ない。

　学生の意見を効率的
かつ包括的に集約する
ために，学生の代表で
ある院生協議会と研究
科執行部及び事務担当
者で話し合いを定期的
に行えるようにする。

　院生協議会との話し
合いを定期的にまた，
必要に応じて行えるよ
うにする。

ｃ●教育内容・方法等の改善を図るた
めの責任主体・組織，権限，手続プ
ロセスを適切に機能させ，改善につ
なげているか。
【約４００字】

　経営学研究科では，教育方法のあり方について，研究科執行部を
含む教務・国際化委員による「教務・国際化委員会」において，適
宜検討している。教務・国際化委員会で検討された案件は執行部会
で確認し，研究科委員会に審議・報告を行っている。
　なお，博士前期課程及び博士後期課程の一般・留学生入学志願者
に国際化に力を入れるため，統一された基準が用いられるよう英語
能力試験のスコア提出を義務付けるようにしている。



 2015年度 経営学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ４．成　果

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）教育目標に沿った成果が上がっているか

b ●学位授与にあたって重要な科目
（基礎的・専門的知識を総合的に活
かして学習の最終成果とする科目，
卒業論文や演習科目など）の実施状
況。
●学習成果の「見える化」（アン
ケート，ポートフォリオ等）に留意
しているか。
【約４００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。

＜博士前期課程＞
2015年度の学位授与率は博士前期課程で58％，博士後期課程で13％
である。博士前期課程の一般学生においてはおおむね修業年限内に
修了が可能となっている。博士前期課程の進路状況は，進学が
９％，就職が約43％，その他（留学生の帰国等）が約48％である。
なお，留学生の多くは就職しており，その就職先は専門・技術サー
ビス業界，卸売業，小売業，製造業，金融業，教育・研究分野と多
岐にわたっており，本研究科が教育目標として掲げる人材養成の目
的と整合した人材を輩出していることがいえる。
また，ＵＴＭ（マレーシア）とウソン大学（韓国）とのダブルディ
グリープログラムに参加し修士学位を取得する大学院生は３～５名
である。

＜博士後期課程＞
2015年度の学位授与率は博士後期課程で13％である。

　ダブルディグリープ
ログラムに参加する大
学院生の修士論文の作
成のための英語力に若
干の懸念がある。

　協定校から２名が来
日して兼任講師とし
て，国際ジャーナル投
稿を念頭においた講義
を実施する。このよう
な提携関係を強化して
いく。

　英語による指導体制
の充実にむけたカリ
キュラムの見直し。

●学位授与率，修業年限内卒業率の
状況
●卒業生の進路実績と教育目標（人
材像）の整合性があるか。
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。

＜博士前期課程＞
論文指導は基本的に指導教員があたり，研究成果発表の場として，
研究論集を年に２回刊行しており，積極的に投稿するよう指導して
いる。また，博士前期課程の社会人学生には，修士論文の練習とし
て，１年生秋学期に別途論集への投稿の機会を設けている。

・43号経営学研究論集掲載者：７名
・44号経営学研究論集掲載者：７名
・社会人経営論集第7号掲載者：５名

＜博士後期課程＞
　論文指導は基本的に指導教員があたり，研究成果発表の場とし
て，研究論集を年に２回刊行しており，積極的に投稿するよう指導
している。

・43号経営学研究論集掲載者：５名
・44号経営学研究論集掲載者：５名

c ●学生の自己評価，卒業後の評価
（就職先の評価，卒業生評価）を実
施しているか。
【約４００字～６００字】

　修了者に対しては進路先についてのアンケート，修了予定者には
カリキュラムについての評価アンケートを行っている。本研究科に
は大学院学生による「経営学研究科院生協議会」があり，年に一
度，ミーティングを行い学生の修業状況など幅広くコミュニケー
ションを図り，問題があれば解決している。新しい施設に移ったこ
とによる問題を協議するなど就職相談を含め，教育成果の把握に努
めている。

　院生協議会との協議
の結果，紀要の査読結
果を踏まえて修正する
期間を大幅に伸ばすな
どの成果があった。

　院生協議会との協議
結果を研究科委員会に
フィードバックして詳
しく検討をした。

　研究科委員会や各種
委員会において周知，
研究科委員会委員全体
に共有する。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 経営学研究科 自己点検・評価報告書
基準４ 教育内容・方法・成果 ４．成　果

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）学位授与（卒業・修了判定）は適切に行われているか

a ◎卒業・修了の要件を明確にし，履
修要項等によってあらかじめ学生に
明示していること。
◎（研究科）学位授与にあたり論文
の審査を行う場合にあっては，学位
に求める水準を満たす論文であるか
否かを審査する基準（学位論文審査
基準）を，あらかじめ学生に明示す
ること。
【約２００字】

　課程別に「学位取得のためのガイドライン」を定め，修了要件の
他，学位請求までのプロセス，論文に求められる要件（「論文審査
基準」），学位審査の概要（審査・合否判定プロセス）等を明示し
ている。また，修了要件は大学院便覧等で公開し，「学位取得のた
めのガイドライン」はＷＥＢサイトで公開し，あらかじめ学生に明
示している。

b ●学位授与にあたり，明確な責任体
制のもと，明文化された手続きに
従って，学位を授与しているか。
【約６００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。なお，設
置している専攻やコースによって違
いがある場合はその特徴も明記す
る。

＜博士前期課程＞
　修了に必要な単位は36単位以上であり，研究指導を受け，修士論
文あるいはマネジメントコースは課題研究レポートを作成すること
で学位を授与する。主査１名・副査２名による審査委員による審
査・口頭諮問により審査され，研究科委員会の審議のもと学位が授
与されている。

＜博士後期課程＞
　指導教員の定める12単位を修得し，さらに所定の研究指導を受け
た者が学位請求論文を提出し，学位審査に合格することで学位を授
与する。審査は，主査１名・副査２名の３名による審査委員による
審査・口頭試問により審査され，一定の開示期間ののち「研究科委
員会」で報告・審議され，学位が授与されている。審査は「学位
（課程博士）請求論文の取り扱いに関する内規」に基づき，「予備
審査委員会」，「審査委員会」で厳正に審査されている。



 2015年度 経営学研究科 自己点検・評価報告書
基準５ 学生の受け入れ　

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学生の受け入れ方針を明示しているか（「ＡＰ」の全文記述は不要です）
「求める学生像」と「当該課程に入学するにあたり，習得しておくべき知識等の内容・水準」の明示

a ◎理念・目的，教育目標を踏まえ，
求める学生像や，修得しておくべき
知識等の内容・水準等を明らかにし
た学生の受け入れ方針を，学部・研
究科ごとに定めていること。
◎公的な刊行物，ＷＥＢサイト等に
よって，学生の受け入れ方針を，受
験生を含む社会一般に公表している
こと。
【約４００字】

① 経営学研究科の課程別に入学者の受入方針（アドミッション・ポ
リシー）を定めている。なお，求める学生像として博士前期課程で
は４点，博士後期課程では３点を定め，修得しておくべき知識,技
能，関心等の内容・水準を博士前期課程では４点，博士後期課程で
は４点を明示している。
② 入学者の受入方針（アドミッション・ポリシー）をＷＥＢサイ
ト，「大学院便覧」，「履修の手引き」，「大学院ガイドブック」
及び「大学院学生募集要項」に掲載し，受験生を含む社会に幅広く
公表している。

（２）学生の受け入れ方針に基づき，公正かつ適切に学生募集及び入学者選抜を行っているか

a ●学生の受け入れ方針と入学者選抜
の実施方法は整合性が取れている
か。（公正かつ適切に入学者選抜を
行っているか。
【約８００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。

＜博士前期課程＞
　Ⅰ期とⅡ期の年２回にわたり，「一般入試」「外国人特別留学生
入試」「社会保険労務士推薦入試」「社会人特別（一種）入試」
「社会人特別（明治大学経営学部卒業生）入試」「３年早期卒業予
定者入試」「学内選考入試」を実施している。2017年度入試より本
学全学部３年生を対象とした飛び入学試験を実施する。

＜博士後期課程＞
　Ⅱ期の時期に１回「一般入試」「外国人留学生特別入試」を実施
している。なお，「一般入試」「外国人留学生入試」いずれにも，
原則，英語資格の成績を出願時に提出させている。

（３）適切な定員を設定し，入学者を受け入れるとともに，在籍学生数を収容定員に基づき適切に管理しているか
収容定員に対する在籍学生数比率の適切性

a ◎部局化された大学院研究科や独立
大学院などにおいて，在籍学生数比
率が1.00である。（修士・博士・専
門職学位課程）
【約２００字】
※課程別(「博士前期課程」「博士
後期課程」）に説明する。

※　2016年５月１日現在の数値
＜博士前期課程＞
収容定員80名に対し，2016 年度の在籍学生数は101名であり，収容
定員に対する在籍学生数比率は1.26である。

＜博士後期課程＞
収容定員24名に対し，2016 年度の在籍学生数は29名であり，収容定
員に対する在籍学生数比率は1.21である。

定員に対する在籍学生数の過剰・未充足に関する対応

b ◎現状と対応状況
【約２００字】

年度ごとに多少の過不足は生じているが，特に問題はない。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 経営学研究科 自己点検・評価報告書
基準５ 学生の受け入れ　

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（４）学生募集及び入学者選抜は，学生の受入れ方針に基づき，公正かつ適切に実施されているかについて，定期的に検証を行っているか

a ●学生の受入れの適切性を検証する
に当たり，責任主体・組織，権限，
手続きを明確にしているか。また，
その検証プロセスを適切に機能さ
せ，改善につなげているか。
【４００字】

　入学者の受け入れの適切性を検証するにあたり，入学者の受入方
針は，毎年研究科委員会で入学者の受入方針（アドミッション・ポ
リシー）の確認，入試科目，入学定員の見直しを行っている。
　入学試験制度については，「教務・国際化委員会」を経て，研究
科委員会において審議・承認している。在籍学生数比率の適正化に
ついては研究科執行部が入学試験の折に検討し，入学者数について
決定している。また，入試問題については，「教務・国際化委員
会」において検討し，研究科委員会でその評価を受けて入試問題の
見直しや入試科目の適正化等を行っている。
  さらに検討の結果，2015年度入学試験から筆記試験の英語科目廃
止。また，留学生Ａ区分の小論文を博士後期課程の留学生志願者に
も拡大した。

　一般的に定員の確保
の困難な大学院にあっ
て，特に博士前期課程
において毎年一定数の
志願者と入学者数を確
保している。

　定員を満たしながら
質を向上させるよう，
入学者の受入方針や入
試実施方法を定期的に
見直す。



 2015年度 経営学研究科 自己点検・評価報告書
基準６ 学生支援のうち修学支援及びキャリア支援

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）学生支援に関する方針を定め，学生への修学支援は適切に行われているか

a ●修学支援に関する方針を，理念・
目的，入学者の傾向等の特性を踏ま
えながら定めているか。また，その
方針を教職員で共有しているか。
【約２００字】

「学長方針」に従い，「教育・研究に関する長期・中期計画書」に
おける「学生支援」の項目において，(1)ＴＡ・ＲＡ・教育補助講師
制度の活用(2)外国人留学生に対する日本語サポート等を示した修学
支援に関する方針を明記し，これを研究科委員会で審議することに
より，教員間の共有を図っている。

留文33名，休学６名，退学４名がおり，そのうち希望する学生につ
いては指導教員あるいは執行部が適宜，面談し，相談に乗ってい
る。

　日本語指導プログラ
ムの開講及び日本語で
執筆された論文添削
が，留学生に十分活用
されているとは言い切
れない。
・日本語論文指導講座
  登録者:
　大学院全体　32名
・日本語添削指導
  件数:
　経営研
  Ｍ：68件
　Ｄ：10件
　

　大学院として設けて
いる日本語指導プログ
ラムや添削指導の制度
をさらに積極的に利用
するよう留学生に指導
する。

全学的な制度で対応をしている。
2015年度は該当者はいない。

大学院全体で日本語指導プログラムの開講及び日本語で執筆された
論文添削を行うほか，経営学研究科においても日本語の出来ない外
国人留学生にボランティアによるサポーターをつけている。

2015年度春学期に院生協議会との打ち合わせを行った。

b ●方針に沿って，修学支援のための
仕組みや組織体制を整備し，適切に
運用しているか。
　○留年者，休退学者の状況把握と
対応
　○障がいのある学生に対する対応
　○外国人留学生に対する対応
　○学生支援の適切性の確認
【約４００字～８００字程度】

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 経営学研究科 自己点検・評価報告書
基準６ 学生支援のうち修学支援及びキャリア支援

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

（２）進路支援に関する方針を定め，学生への支援は適切に行われているか。

a ●進路支援に関する方針を，理念・
目的，入学者の傾向等の特性を踏ま
えながら定めているか。また，その
方針を教職員で共有しているか。
【約２００字】

「学長方針」に従い，「教育・研究に関する長期・中期計画書」に
おける「学生支援」「教育研究等環境」の項目において，マナー講
座や研究計画書の書き方指導等，進路支援に関する方針を明記し，
これを研究科委員会で審議することにより，教員間の共有を図って
いる。

・この方針は年度計画書にまとめられ外部に公表されている。

　キャリア支援活動については，大学全体として行われており，経
営学というビジネス系の研究科であるため，比較的順調に就職先が
決まっている。基本的には執行部が責任主体となっており，特にこ
れまでの卒業生について就職問題は発生していない。

　マナー講座には該当
者の80％が参加してお
り，この講座を開講し
て以降は，教員から，
特に留学生の受講態度
の改善を求める意見が
聞かれなくなった。

　在学生や他研究科に
も窓口を広げる。参加
者の感想・要望をアン
ケートし，講座内容を
一層の充実させる。

研究科独自の活動としては，年に一度，新入生を対象とした「マ
ナー講座」を実施している（2015年４月１日）。
　また，大学院としてキャリアサポート事業の展開が始まり，進路
支援の充実が期待できる。

b ◎学生の進路選択に関わるガイダン
スを実施するほか，キャリアセン
ター等の設置，キャリア形成支援教
育の実施等，組織的・体系的な指
導・助言に必要な体制を整備してい
ること。
【約４００字～８００字】



 2015年度 経営学研究科 自己点検・評価報告書
基準１０ 内部質保証

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，その結果を公表することで社会に対する説明責任を果たしているか

a ◎自己点検・評価を定期的に実施
し，公表していること。
【約４００字】

・８名の研究科委員会委員によって構成される「自己点検・評価
  委員会」を設置している。2015年度については自己点検・評価
  委員会委員及び事務職員が2015年５月29日に作業した。
　2015年10月16日の自己点検・評価委員会において，入試，カリ
  キュラム，研究指導のあり方，紀要論文など全般にわたって検
  討，審議したうえで，その結果が，2015年10月23日付の文書に
  よって研究科長に提案された。
・自己点検・評価委員会の委員に本研究科の執行部３名が参画する
  ことで，評価結果を研究科の改善に活かしやすい体制を構築して
  いる。
　経営学研究科の内部質保証の責任主体は経営学研究科委員会であ
  り，日常的な検証，評価は執行部が行って，その結果を研究科委
  員会の審議に反映している。
　自己点検・評価報告書は研究科委員会での承認のうえ，全学の手
  続きを経てＷＥＢサイトにて公開している。

　大学院生の認識や意
見を把握する意義があ
まり認識されていな
い。

　執行部会において，
大学院生に対するアン
ケートの実施について
検討する。

 （２） 内部質保証システムに関するシステムを整備し，適切に機能させているか
●内部質保証の方針と手続を明確に
していること。
●内部質保証をつかさどる諸組織
（評価結果を改善）を整備している
こと
【８００字～１０００字程度】

　本研究科の内部質保証の基本方針は，「教育・研究に関する長中
期計画書」(219頁)「10内部質保証」において掲載している。
　
自己点検・評価委員会が結果をまとめ，その内容が研究科委員会に
おいて審議される。また自己点検・評価委員会は執行部に対して改
善を提案する。教育活動への反映の内容は，研究科執行部から教
務・国際化委員会に審議付託される。教務・国際化委員会及び執行
部は問題を整理し，改善の具体化を検討する。
　その後の状況は執行部から研究科委員会にて報告され，進捗状況
を点検する体制が整備されている。

　自己点検・評価委員
会の充実により課題が
明確になったため，改
善に取り組む体制が
整ってきている。しか
し，研究科委員会委員
に内容が浸透している
とはいえない。また，
自己点検・評価の結果
を次年度の単年度計画
書，長期・中期計画書
に反映するための検討
が充分であるとはいえ
ない。

　自己点検・評価報告
書の内容は研究科委員
会の審議事項になって
いるので，説明の方法
などについて工夫す
る。また，執行部が単
年度計画書および長
期・中期計画書を作成
する段階で自己点検・
報告書を検討し，長
期・中期計画書その結
果を単年度計画書に反
映させる。

●自己点検・評価の結果が改革・改
善につながっていること
●文部科学省や認証評価機関からの
指摘事項に対応していること

　2015年度報告書の作成を踏まえて，自己点検・評価委員会の委員
長より，2015年度10月23日付で改善提案書が研究科長に提出され
た。提案は「大学院担当可能な教員採用における学部との連携強
化」「英語による授業科目提供の充実」「英文学術論文を始めとす
る学術論文作成技法習得の促進」「研究倫理に関する教育」につい
てであった。改善すべき点が明らかになったので，2016年度は改善
に向けて活動する予定である。

●学外者の意見を取り入れているこ
と

　学外者の意見を取り入れる仕組みは存在しない。

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
評価する項目です。

評価 発展計画

a

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述
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